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ふかく考える子 あたたかみのある子 がんばりのきく子
４月の目標：元気に返事をしよう

給食が始まりました

２～６年生は15日（火）から給食が始まりました。１年生は22日（火）が小学校初給食

となります。給食は、子どもたちにとって登校の楽しみの一つです。栄養教諭や調理員が

子どもたちの成長を願って、エネルギー量や栄養のバランスを考え、旬の食材や地場産物

を取り入れて作っています。また、安心安全な給食を提供できるように細心の注意をはら

っています。学校では給食をおいしく食べるだけではなく、「食に関する指導」のきっか

けにもしています。望ましい食習慣や実践力を身に付けるための教材としての役割もあり

ます。ご家庭でも、ぜひ給食の話題に触れてみてください。

カレンダーの活用を

高浜市では、幼稚園、保育園、小中学校、小

中学校ＰＴＡ連絡協議会、教育委員会、こども

未来部が連携して、子どもたちが立派に育つよ

う、具体的に「育てていきたい子どもの姿」を

決定しています。目標とするゴールを見据え、

日々それに向かい、学校、家庭、地域が一体と

なって子どもたちの教育を進めています。

そのための手だてとして、先日、「高浜市が

育てていきたい子どもの姿を周知するためのカ

レンダー」を配布させていただきました。このカレンダーに、予定や目標を書き込むなど、

身近に置き普段から目にすることで、育てていきたい姿に近づく意識を高めることをねら

いとしています。このカレンダーを、日々目にする指針とし、子どもたちの成長の軌跡と

なるようにしていただくようお願いします。

【２年２組】

【令和７年度のカレンダー】

【３年２組】 【４年２組】



子どもたちに失敗体験を

「幼少期に失敗力をつけるべき」と話すのは、著書に『成功したいなら「失敗力」を育

てなさい』がある、教育ジャーナリスト・中曽根陽子氏です。中曽根氏によると、失敗力

とは「失敗を恐れず挑戦する力」「失敗にくじけない力」のこと。

また、失敗を過度に恐れるあまり「マニュアル依存」や「指示待ち傾向」が強まってい

ると、日本の若者たちに危機感を抱いているのは、『伸びる子どもは○○がすごい』の著

者で心理学者の榎本博明氏です。榎本氏が調査したところによると、若者が失敗を恐れる

理由は以下のようなものでした。

先生の指示に従って動けば間違いない。勝手に動いて叱られるのは嫌なので、自分たち

は失敗しないように先生のサポートに頼ろう。言われた通りにやってうまくいくのなら、

あえて自分からチャレンジする必要もない。

親と子ども、先生と子どもが強い信頼関係で結ばれていて、「親が子どもの安全基地」

になっていれば、子どもは「失敗してもいいのだ」と考えることができると考えます。も

し何か問題が起きても「お父さんとお母さんのところにいけば大丈夫」「先生がどうすれ

ばよいかを教えてくれる」という安心感が、子どもの挑戦意欲を高めるはずです。

また、「失敗してもいいんだよ」と、大人が子どもに教えることも大切です。たとえば、

子どもが物を壊してしまったとき、「お父さん（お母さん）も小さい頃に物を壊したこと

があるよ」と自身の失敗談を話してあげましょう。すると子どもは、「たとえ失敗しても

挑戦を続けることで、いつかお父さんやお母さんのような人間になれる」と、失敗を恐れ

ないようになるはずです。

社会に出ていろいろなことにぶつかっても、それまでに「失敗したらやり直せばいい」

「ピンチはチャンス」「失敗は宝物だ」という経験が体中に染み込んでいたら、心が折れ

ることもないはずです。失敗が挫折につながったり、二度と立ち直れなくなってしまうこ

とではなく、失敗したら「どうやり直そうか」「やり直せばいいだけだよ」と思えるよう

に、子どもたちに失敗力を存分につけてあげたいものです。

春のスイッチ 高階杞一

春になったら 花が いっせいにひらく

どこかで 誰かが ポンと スイッチを入れたみたいに

ぼくにも こんなスイッチ あるのかなあ

長い冬が過ぎ いっせいに ぼくのひらくような日が

いつか ぼくにも くるのかなあ

この詩を書いた高階さんは、病弱だった息子さんを亡くされています。４歳の誕生日を

迎える少し前のことだったそうです。元気になる日をずっとずっと待ちかねておられたの

でしょう。

子どもたち誰もが「春のスイッチ」をもっています。誰もがもっているけれど、中には

そのスイッチが普段は入っていないという子もいます。そのスイッチを見つけて、丁寧に

灯りを灯していきたと思います。上手にスイッチを入れられるよう教職員一丸となって子

どもたちに寄り添い、支援してまいります。

26日（土）の授業参観には、保護者の皆様に学校にお越しいただき、子どもたちを支え

励ましていただければ幸いです。


